
手に取って読み返してもらえる計画に

市の総合計画は、まちづくりの
方針や将来像を描いたまちづくり
の基盤となる計画です。そのため
には、市民の皆さんに手にとって
読み返してもらえる計画にしてい
くことが望まれます。

親しまれる計画にするために、
多くの皆さんと一緒に考え、多くの意見を出し合って
取りまとめることが必要です。そのため、市では「市
みらい会議」を開催します。市の将来を、みんなで楽
しみながら考えていく会議です。会議のテーマは「み
んなで創る総合計画」です。多くの皆さんの来場をお
待ちしています。
市みらい会議

申し込みは不要です。直接会場へお越しください。
途中から入場することもできます。
と　き／８月 27 日㈯　10 時～ 15 時
ところ／市民文化センター多目的ホール
対　象／市内に住んでいる方や通勤・通学している方

　　　など
その他／小さな子どもと一緒の参加も大歓迎です。

http://www.city.susono.shizuoka.jp/sousei/

7/15 に第１回総合計画審議会開催

　「第４次市総合計画後期基本計画」を策定するため、
７月 15 日㈮に市役所 401 会議室で、第１回総合計
画審議会を開催しました。学識経験者や各団体の代表
からなる委員 10 人に、髙村市長から委嘱状が手渡さ
れました。

審議会の冒頭、髙村市長が「人口減少や少子高齢化
というこれまでに体験したことがない事象が、まちや
地域コミュニティ、産業のあり方などにどのような影
響を及ぼすのかを、大きな視点で見据えることが必要
だと思います。市民協働のまちづくりが強くイメージ

市では現在、「第４次市総合計画後期基本計画」の策定を進めています。
この計画は、今後５年間のまちづくりを進めるための指針になります。
計画を策定するために審議会を開催するほか、市民の皆さんの意見を反
映させるため、「市みらい会議」を開催します。

企画政策課
995-1804

できる計画にしていきたいと思います」とあいさつし
ました。

審議会は、市議会 12 月定例会に計画案を提案する
ために、10 月までに３回開催する予定です。

〔審議会委員〕※敬称略
西野 勝明（県立大学経営情報学部教授）
藤井 敬宏（日本大学理工学部教授）
山本 睦（常葉大学保育学部准教授）
菊田 祐一郎（市区長連合会長）
岩崎 正子（市婦人会長）
勝又 久美恵（NPO 法人メープル）
山口 正　（市民生委員児童委員協議会長）
志塚 栄（キヤノン株式会社裾野人事部長）
野村 由希（イースト・ワン代表取締役）
広岡 健一（県東部地域政策局長）

審議会 対話の機会（みらい会議）

●学識経験がある方
●公共的団体の代表者など
●関係行政機関の職員
（総合計画審議会条例第３条）

●より活用される計画とするため、策定に
関わる方々を増やす。

●市人口ビジョン、総合戦略を踏まえ、当
市の実情を共有し、まちづくりを考え、
語り合う機会を創出する。

会議体ではなく、多くの方々が
参加できる機会づくり

審議会委員の条件

専門的な見地から審
議を行う有識者会議

総合計画はまちづくりの基盤と
なる計画のため、あらゆる分野
で対話の機会を創出する。（関
わる方々を増やす）
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8/27 市みらい会議を開催
テーマは「みんなで創る総合計画」


